
証券コード:3626

2023年3月期（2022年4月1日～2023年3月31日）
統合報告書 2023

https://www.tis.co.jp/

【お問い合わせ】企画本部 経営管理部 IR・SR室  TEL: 050-1702-4115  E-mail: tis_ir@tis.co.jp　

TIS202309

〒160-0023　東京都新宿区西新宿8-17-1 住友不動産新宿グランドタワー



私たちの使命は、

先進的なデジタル技術やノウハウを駆使し、

これまでにない新たな発想とやり方で

世の中が抱えている課題を解決すること。

それによって社会にさらなる活力と彩りを与え、

昨日より笑顔であふれる未来を創造したい。

ITには、明日をもっと明るくする力があるはずだから。

価
値
創
造
を
支
え
る
基
盤

企
業
情
報
／
デ
ー
タ

価
値
創
造
を
実
現
す
る
た
め
の

成
長
戦
略

Ｔ
Ｉ
Ｓ
イ
ン
テ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
の

価
値
創
造

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ

経営のプラットフォーム
TISインテックグループの経営には明確なプラットフォームがあります。経営モデルといってもよいでしょう。
企業はステークホルダーと価値交換する「幸せ追求の社会システム」という思想をバックボーンとして、TISインテッ
クグループをより活き活きとミッションに向かって前進させるために「社会的」「人間的」「合理的」アプローチから組
み立てたものです。ここではその中から以下の2つのモデルをご紹介します。

TISインテックグループは、「3Vマネジメント」を経営の基本プラッ
トフォームとしています。
3Vマネジメントとは、Values（価値観経営）、Vision（ビジョン
経営）、Vitality（活力・文化経営）の３つの「V」の推進を経営の
基軸に置くマネジメントモデルです。

TISインテックグループは経営を行っていく上で「CPS」の考えを
大切にしています。
CPSとは、Culture-oriented、People-based、Social-
perspectiveの頭文字を取ったもので、立地する国や地域の文
化に立脚し、人に基軸を置き、社会性の向上を志向するものです。

Mission ムーバーとして、未来の景色に鮮やかな彩りを 

「OUR PHILOSOPHY」はTISインテックグループの価値観です。
グループの経営、企業活動、役員や社員などの構成員において、大切にする考えやあり方を
幅広く明確化しており、当社グループのすべての営みはこの「OUR PHILOSOPHY」を軸
に行われます。

グループ基本理念「OUR PHILOSOPHY」
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　当社グループでは、統合報告書を株主・投資家の皆様をはじめとした全てのステークホルダーの方 と々の対話のた
めの重要なツールと位置付けています。本報告書では、当社グループの持続的な企業価値向上に向けた考え方や取り
組みについて、より分かりやすくご理解いただくために、重要な財務・非財務情報を関連付けながら特にお伝えしたい
重要性の高い事項を中心に編集しています。経営トップによる中長期的な成長戦略の説明に加えて、今回の特集記事
では、事業構造転換におけるサービス型事業の推進状況や、経営戦略と人材戦略の連動による持続的な企業価値向
上の実現に向けた取り組みをご紹介しています。より詳細な情報は当社Webサイトをご参照ください。
　本報告書が、皆様の当社グループに対する理解促進の一助となり、また、皆様との対話の充実に役立つことを願って
います。
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IR情報
決算関連資料のほかIR関連のニュース、
最新イベント等を掲載しています。

https://www.tis.co.jp/ir/
・有価証券報告書
・決算関連資料
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サステナビリティの取り組みについて

掲載しています。
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・コーポレートガバナンス報告書

・ESGデータブック



事業活動TISインテックグループの3つの特徴・強み

ITサービスの提供で様々な社会課題を解決
～こんなところにTISインテックグループ～

　当社グループはお客様企業に寄り添うITのスペシャリストとして、ITサービス全般を幅広く手掛け、ワンストップで	
最適なサポートを実現しています。ITサービスで社会の至るところにある当たり前を支えており、事業を通して、社会課題	
の解決に貢献しています。

65

コンサルティングサービス 顧客の事業価値を高めるためのIT活用を支援
システムインテグレーションサービス 顧客の要望にベストマッチするシステムをワンストップで提供
先端技術の研究と提供 常に最新のIT技術を探求し、一歩先行くシステムをご提案
IT基盤構築サービス 安全安心なネットワーク、ホストからパブリッククラウドまで、ニーズに応じ構築
アウトソーシングサービス ITシステム運用から業務代行（BPO）まで幅広く提供

コンサルティングサービス

アウトソーシングサービス  システム
インテグレーションサービス

IT 基盤構築
サービス

先端技術の
研究と提供

受託開発型
顧客の要件に応じて

システムを提供

サービス提供型
ニーズを先回りして

サービスを提供
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TISインテックグループについて

強固な経営基盤1.
　「幅広い顧客基盤」「充実した事業基盤」「安定した財務基盤」の３つの要素から構成され、事業を推進する大きな
原動力と、良好な財務健全性と資本効率性を有しています。

決済領域における圧倒的なプレゼンス2.
　決済領域において日本を代表するシステムインテグレーターの地位を確立しています。また、SIビジネスで培って
きた強みを活かし、技術革新と決済の多様化に対応したサービス型ビジネスをいち早く推進しています。

独立系による柔軟・スピーディーな経営戦略3.
　当社グループは、親会社を持たない独立系の最大手として国内トップクラスの地位を確立しています。支配株主
を有さないことによる経営の独立性を活かして、迅速な意思決定に基づき、積極的かつ柔軟でスピーディーな事業
展開を推進しています。

健康な暮らし
をサポート

キャッシュレス
を支える

レストラン
居酒屋の IT 化

IT で働き方
を変える

オンラインサービスを
より快適に

より便利な移動
手段を追求する

エネルギーの
安定供給を支える

※当社Webサイト「こんなところにTISインテックグループ」
　（https://www.tis.co.jp/group/konnatokoroni/）」より

ロボットが活躍する
社会の実現
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当社グループは、企業におけるデジタル技術の積極的な活用等を背景として
持続的な成長が見込まれるITサービス市場において、
独立系・プライムコントラクターのリーディングカンパニーの地位を確立しています。

ITサービス市場における位置付け
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数字で見るTISインテックグループ

ソフトウェア開発
顧客の経営および事業に関する課題解決を目的としたITマネジメ
ントに係るコンサルティング、ITシステムのスクラッチ開発または業
務パッケージを活用した開発および保守です。

運用·クラウドサービス
自社データセンターで提供するシステム運用等、SaaSをはじめと
したクラウドコンピューティングを利用したオンデマンド型のITリ
ソース提供です。

製品・ソフトウェア販売
サーバーやネットワーク機器等のハードウェアまたはソフトウェア
の販売および保守です。

ソフトウェア
開発

273,928百万円

製品・ソフトウェア
販売

61,674百万円

運用・クラウド
サービス

170,368百万円

その他
2,429百万円

事業別売上高
（2023 年 3 月期）

顧客業種別売上高構成比
（2023 年 3 月期）

金融
代表的なお客様例
・JCB
・三菱UFJニコス
・SMBCファイナンスサービス
・三菱UFJ銀行
・日本生命保険

公共
代表的なお客様例
・地方自治体
・国民健康保険団体連合会
・住宅金融支援機構

産業
代表的なお客様例
・旭化成
・コマツ
・東京ガス
・リクルート
・NTTドコモ

※お客様名は略称にて表記しています。

カード
19.2%

銀行等
7.7%

保険
6.1%

その他金融
3.0%

組立系製造
8.9%プロセス系製造

10.2%

流通
6.7%

サービス
28.0%

金融
36.0%

その他
2.8%公共

7.4%

産業
53.8%

その他
2.8%公共

7.4%

合計
508,400

百万円

合計
508,400

百万円
上位10社の割合

29.4%

国内主要ITサービス企業比較（2023年3月期）※1

（単位：億円）売上高

（単位：％）ROE （単位：%）株主総利回り（TSR）

（単位：億円、％）営業利益、営業利益率
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12.3% 11.5%
8.7%

10.9%
8.1%1,118

2,591

NTT
Data

NRI 当社 CTC BIPROGYSCSK NSSOL

464
623

513

16.2%

7.4% 317 296

※1 NTT Data、NRI、CTC、SCSK、BIPROGY、NSSOLはそれぞれ株式会社NTTデータグループ、株式会社野村総合研究所、伊藤忠テクノソリューションズ株式会社、SCSK株式会社、BIPROGY株式
会社、日鉄ソリューションズ株式会社の略称です。NTT Data、NRI、CTC、SCSK、BIPROGY、NSSOLは国際財務報告基準（IFRS）を適用しています。

※ 2018年3月末の株価を100％として算定しています。

（単位：億円、％）

日本のITサービス市場規模予測

0

40,000

80,000

120,000

160,000

200,000

2026 20272022 2023 2024 2025
0

2

4

6

8

10

前年比成長率

7.2% 5.8%
6.3%

170,799 180,628

5.6% 5.4%5.6%

162,067153,506145,312 

191,959
※ Gartner®, 2023年2Q版日本のセグメント別ITサービス市場規模予測
 M. Sawai/2023年7月24日
 エンドユーザー支出額ベース
 GartnerのリサーチをもとにTISにて図表を作成
 本レポートにおけるGartnerを情報源とした全ての記述は、Gartnerのクライア

ント向け配信購読サービスの一部として発行されたデータ、リサーチ・オピニオ
ン、または見解に関するTISによる解釈であり、Gartnerによる本レポートのレ
ビューは行われておりません。Gartnerの発行物における見解は、その発行時
点における見解であり、本レポート発行時点のものではありません。Gartnerの
発行物で述べられているのは、見解であって事実ではなく、事前の予告なしに
変更されることがあります。GARTNERは、Gartner Inc.または関連会社の米
国およびその他の国における登録商標およびサービスマークであり、同社の許
可に基づいて使用しています。All rights reserved.

連結売上高
(2023 年 3 月期）

連結営業利益
(2023 年 3 月期）

連結従業員数
(2023 年 3 月 31日現在）

グループ企業数
(2023 年 3 月 31日現在）

グループ顧客数
(2023 年 3 月期）

売上高営業利益率
(2023 年 3 月期）

連結 ROE
(2023 年 3 月期）

連結自己資本比率
(2023 年 3 月期）

格付
（2022 年 11月11日現在）

（長期 / 株式会社日本格付研究所）
A+/安定的

5,084 億円 623億円 %12.3

21,946人125 社
（当社 + 連結子会社 + 持分法適用会社）

%18.8 %64.2

15,000約 社

600 社以上

国内

海外
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連結財務・非財務ハイライト

420,769
443,717 448,383

482,547
508,400

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

2022年
3月期

2023年
3月期

427,210 439,748 452,284
495,291

132,935 133,121 147,214 161,453

523,956

180,373

受注高 受注残高

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

2022年
3月期

2023年
3月期

36,345

12,132
15,823

52,702

44,935

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

2022年
3月期

2023年
3月期

19,483 19,744
21,817 21,709 21,946

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

2022年
3月期

2023年
3月期

370,657

234,408

382,899

451,072

247,957
279,429

総資産 純資産

62.0 63.3
60.0

462,320

309,226
64.2

476,642

302,993

61.5

自己資本比率

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

2022年
3月期

2023年
3月期

売上高
（単位：百万円）

受注高／受注残高（全体）
（単位：百万円）

TIS 配当込みTOPIX

131.2 

85.9 

194.5 

122.1 

261.7 

131.8 126.1 

95.0 

214.5 

124.6 

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

2022年
3月期

2023年
3月期

38,043

営業利益 売上高営業利益率

9.0

44,839 45,748

54,739

62,328

10.1 10.2
11.3

12.3

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

2022年
3月期

2023年
3月期

ROE (自己資本当期純利益率)
ROA (総資産経常利益率) 

11.5

10.5

12.5

12.2
10.8

9.4

14.0

12.0

18.8

13.5

2019年
3月期
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1株当たり配当金※1／配当性向／
総還元性向

※ 2023年3月期の総還元性向は、資本構成の適正化を図る一環とし
ての自己株式の取得を反映した数値となっています。

※2018年3月末の株価を100％として算定しています。

※1  当社は、2020年4月1日を効力発生日として、普通株式1株につき3株の株式
分割を行っており、2020年3月期以前の数値については、当該株式分割の影
響を考慮しています。

※2  グループ主要7社（TIS株式会社、株式会社インテック、株式会社アグレック
ス、クオリカ株式会社、AJS株式会社、TISシステムサービス株式会社、TISソ
リューションリンク株式会社）を対象として集計しています。

※3  2019年3月期、2020年3月期、2021年3月期、2022年3月期、2023年3月
期の集計基準日はそれぞれ2019年4月1日、2020年4月1日、2021年4月
1日、2022年3月31日、2023年3月31日です。

※4  当社および連結子会社（国内）12社、（海外）9社を対象として集計しています。

集計範囲や非財務データの詳細については「ESGデータブック」の「6. 非財務情報
一覧」をご参照ください。
https://www.tis.co.jp/group/sustainability/esg_databook/

※Scope１： 事業者自らによる温室効果ガスの直接排出
　Scope２： 他社から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出

※ 「総合的にみて、働きがいのある会社だといえる」の設問に肯定
的に回答した社員の割合
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正社員の構成※2 （2023年4月1日現在）（単位：人）
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※総還元性向：純利益に対する配当と自己株式取得の合計額の比率


